
共生と創造 ～ あじさい看護福祉専門学校の教育理念 ～ 
あじさいは、性質の異なったひとつひとつの花が集まって一輪の花となる。 

人もまた人として生まれ、人間となるために、社会、文化の影響を受けて自らも構成員として環境を創造していく。 これは 

あたかもあじさいが、陽光や水を受けて、土壌（環境）の変容を受け止め、その色や形が自在に変化していく様にも似ている。 

花は水の青になじみ、誰にも好かれ、和をもって一輪の花となる。看護・介護もまた、人と人との出会いではじまり、共に生き、 

創造していくものである。 

学生はあじさいの如く、人との交流を通して変容し、自己の内にエネルギーを育んでいく。 

そして、将来個人との相互交流を豊かにし、個人に応じた看護・介護が創造できるエネルギーを持ち続けることが重要である。 

ここに共生と創造を謳う。 

なお、あじさいは美濃加茂市の花である。 
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7月24日（日）、8月1日（月）、8月2日

（火）の3日にわたり、学生主体で学校説

明会を開催しました。参加者に「ぜひ入学

したい」と思ってもらえるように血圧測定や

ＡＥＤ体験等の体験コーナーの計画など、

それぞれが細かな部分まで配慮し委員が

ひとつになり実施しました。 

参加者の満足度は高く、「よかった」と

いう意見が90％以上であり、計画実施に

いたるまで大変でしたが、 参加者に満足 

していただけたという達成感を得ることが

出来ました。 

 アンケート回答には「教員ではなく学生

中心であるところに魅力を感じた」「在校

生の志が高いと感じた」との意見をいただ

き、主にグループワークを中心とした実技

練習やポートフォリオなど今まで自分達が

主体で行ってきたことが発揮でき、主体的

に物事に取り組む力がついていることを実

感しました。また、「学生のまとまりがあっ 

た・雰囲気が良かった」、「看護・介護に

対する前向きな考えに魅力を感じた」と 

回答があり、ありのままの姿をお見せしつ

つ、生徒が主体となり自らが看護・介護の

勉強に取り組んでいるということを参加者

にお伝えすることができ、今回の学校説明

会は成功であったと感じます。 

ご参加くださった皆さんに心より御礼申

し上げます。 

【看護学科3年 岡本英憲】 



◆ 看護学科◆ 健康教育  

 

◆ 介護福祉学科◆ ウェルフェア2011見学  
 平成23年5月20日(金)～22日(日)

の3日間、ポートメッセなごやにて開催

された「第14回 国際福祉健康産業

展～ウェルフェア2011～」に介護福

祉学科1年生28名が参加してきまし

た。 

 各自が興味を持つ事柄について、事

前にグループでプロジェクト学習を進

め、見学後はグループ毎に制作物を

基にプレゼンテーションを行いました。 

 利用者の自立を支援するうえで重要

となる福祉用具を学び、最新の福祉

用具を実際に見学することによって、

講義内容をより明確に各自の知識とし

て 位 置 づ

けることが

で き ま し

た。 

 看護学科2年生41名は、近隣市町村

の小学校3校を訪問し、健康教育を実施

しました。 

 美濃加茂市立加茂野小学校を訪問し

たグループは秋の運動会シーズンを前に

小学校からの要望を受け「自分たちで熱

中症をふせごう！！」というテーマで健康

教育を行いました。 

 白衣姿での劇や○×クイズなどを交え

生徒に興味を持ってもらえるよう工夫を

凝らしながら「ご飯を3食食べよう」「早寝

早起きをしよう」「15分に1回3口水を飲も

う」などの熱中症対策を紹介し、「明日 

からも熱中症対策をしっかり守って外で

元気に遊んでください！」

と話すと生徒からは「は

～い」！と大きな返事が

返ってきました。 



数学 
問．500mgの薬剤を3ｍｌで溶解し、

1.2ｍｌ筋肉注射した。何mgが使用

されたか。 

国語 
問．下線の語句を、漢字はひらがな

に、ひらがなは漢字に直しなさい。 

  ①掻痒感を無くすような軟膏  

  ②ぜんそく発作が起きる 

  ③骨髄せんし 

答えは最後のページ、一番下にあります。 

 

★ 頭の体操 ★ 
 教職員によるリレーコラム 第5回 こ こ ろ ＠ あ じ さ い  

 私事だが、１年ほど前に人生初の入院生活を送るはめとなった。思いがけず卒業生たちのお世話

になることとなり、入院前は彼らの在学中の様子を思い浮かべて正直不安になった。先生方がさんざん

手を焼いていたあの子たち、一体どんな看護をしてくれるのやら…(^^;) 

しかしそれは杞憂だった。笑顔で、そして手際よく処置するのはもちろん、雑談で緊張をほぐしてくれたり、

在学中に話した私の好きな本を覚えていて差し入れてくれたりと、皆看護師として一人前の働きをしてい

た。経験が人を育てるとはこういう事かと思い当たった。本校では実践を重視した教育を行なっている

が、彼らは在学中、そして看護師になった後も様々な体験をし、それを単なる体験ですませず、振り返っ

て深く考える事を何度もくり返して自分の力にしてきたのだろ

う。その結果、こうして患者に必要なあらゆるサポートが適

切にできるようになったのだと、実践教育の成果を思い知

らされた。 

立派に成長した卒業生たちを誇りに思うとともに、課題

や実習に追われて大変そうな学生たちが少しでも快適な

学校生活を送れるよう、職員として今後も精一杯支援して

いきたいとあらためて思った。 
             庶務課長  間島 直子 

 看護学科卒業生（第8期生）で平成22年6月から青年海外協力隊HIV対策員としてケニアで活動している加藤由美さんか

らの支援を求めるメールをきっかけとし、HIVや貧困に苦しむケニアのこども達を支援するため、「１日３食の食事を！

学校から地域へ広げる貧困家庭生徒の栄養改善プロジェクト」を立ち上げ、ケニア共和国ニャンザ州ニャンド県アヘロ

のオカンジャ小学校に農園と家畜飼育場を建設するための募金活動を行いました。 

 わずか1カ月あまりの募金活動ではありましたが、目標金額の35万円を大きく上回る454,561円もの募金を集めるこ

とができました。今後のプロジェクト進捗状況は、ホームページや加藤由美さんの活動ブログで随時報告いたします。 

 ご協力いただいたすべての皆様に感謝しております。ありがとうございました。 

●1日3食プロジェクトＨＰ● → http://www.ajisai.ac.jp/1day3foods/index.html 

●加藤由美さんケニア活動ブログ● → http://yumio399.blogspot.com/ 

【プロジェクトメンバー 看護学科2年 岩村朋美】 

目標額を大きく上回る金額を集めることができてとても嬉しい。皆様のご協力に心から 

感謝しています。今回の募金が少しでも現地で苦しむこども達の栄養改善の役に立つことを願っています。 

ケニアで活躍中の卒業生 加藤由美さん プロジェクトメンバー22名 

http://photohito.com/uploads/photo4/user3295/deb237f2218d18245794914cb3a4acad/deb237f2218d18245794914cb3a4acad_l.jpg
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携帯サイトは 

こちらから 

 答え 数学：200mｇ  国語：①そうようかん ②喘息 ③穿刺 

在 校 生 か ら の ッ セ ー ジ 
 看護学科1年 真喜屋 未来 

出身高校／沖縄県立名護高等学校 

介護福祉学科2年 三輪 智絵 

出身高校／岐阜県立郡上北高等学校 

 

看護学科  介護福祉学科  

入学試験のご案内 

 

 

 

 この半年は私に多くの学びや経験を与

えてくれました。「看護」を学んでいく

中で、人生について、生命について、私

自身について深く考えることができ、生

きていくことや多くの人と触れ合える喜

びを感じ、日々看護師という職がすばらしいものだと実感して

います。特に印象を受けたのは6月の実習です。初めて患者様

とかかわり、実際の看護に触れ、机上では学べない多くのこと

を患者様や看護師から学びました。「看護師は尊い仕事だよ。

一日一つでもいいことをすればきっといい看護師になれる」。

これは、一人の患者様から頂いた言葉です。心にとても響き、

看護という道に進んでよかったと思いました。患者様の価値観

や人間観はそれぞれ異なりますが、どれも看護者にとって大き

な成長につながることを感じます。また、一方的にケアしてい

くのではなく、看護者も患者様から成長させてもらっているこ

とを講義や実習の中で学びました。 

 一日一善。これを胸にさらなる学びを深め、経験を積み実践

力を高めていきたいです。また日々目標を持ち常に高いレベル

での看護を心がけ、努力を惜しまず頑張ります！ 

  

 

 

 学校では、講義や実習を通して介護福

祉士として大切な専門知識や技術を学

んでいます。  

 講義の中には、実際に現場で働いて

いる先生方が担当されるものもあり、

教科書やプリントに実体験や施設についての話を交えて授

業を進行していただけます。分かりやすく、施設での利用

者の状態・状況・関わり方を学ぶことができ、より専門的

知識を身に付けることができます。 

 実習では、講義と違って利用者と直接触れ合うので、講

義では、感じることができない利用者の思いや表情を見な

がら技術を実際行うので、緊張してしまい技術が思うよう

にできず焦ってしまうこともありました。ですが技術だけ

が介助をする中で大切ではなく、普段のコミュニケーショ

ンや言葉かけも介助をするにあたって大切だと学びまし

た。利用者と触れ合うことで、より技術の向上が図れるこ

とを感じました。 

 講義や実習を通してより深い介護技術を学ぶことがで

き、自分の力が向上するように感じています。 

入試区分 願書受付期間 試験日 

推     薦 10月 3日～10月24日 10月30日（日）   

一  般① 11月30日～ 1月 6日 1月11日（水） 

一  般② 1月16日～ 2月13日 2月18日（土） 

一  般③ 2月20日～ 3月 5日 3月10日（土） 

社会人① 10月 3日～10月24日 10月30日（日） 

社会人② 1月16日～ 2月 6日 2月12日（日） 

社会人③ 2月20日～ 3月 5日 3月10日（土） 

入試区分 願書受付期間 試験日 

推     薦 10月 3日～10月24日 10月30日（日） 

一  般① 10月31日～11月18日 11月27日（日） 

一  般② 11月21日～12月 9日 12月17日（土） 

一  般③ 12月12日～ 1月20日 1月29日（日） 

一  般④ 1月23日～ 2月17日 2月26日（日） 

一  般⑤ 2月20日～ 3月 9日 3月17日（土） 

メ 


